
   1

2003年9月12日 

 

 

収納性と鮮度を向上した４段収納フリーザーを採用 

次世代ツインドア冷蔵庫『プロフリーザ！』シリーズを発売 

－奥行約６０ｃｍの薄型冷蔵庫で従来と同じ外形寸法のまま容量を４１６Ｌに拡大－ 

 

 日立ホーム＆ライフソリューション株式会社（取締役社長：瀬端 久仁雄）は、急激に拡大するツイ

ンドア（観音開き）冷蔵庫市場に対応し、奥行約６０ｃｍの省スペースで、さらにフリーザーの収

納性や整理性及びホームフリージングの鮮度向上を実現した冷蔵庫『プロフリーザ！』

（R-SF42SPAM）を１１月中旬から発売します。加えて『プロフリーザ！』シリーズとして、薄型の

奥行約６５ｃｍの省スペース 465Ｌツインドアタイプの R-SF47SPAM は１０月下旬、シングルドア（片

開き）タイプの R-S42SPAM も１１月中旬から発売します。 

 

本年２月に発売以来好評の R-KF40RPAM は、ＬＤＫ化や対面キッチンの増加などによるキッチンスペ

ースの減少に対応し、キッチンと前面をスッキリ合わせて据付けできる薄型奥行約６０ｃｍである点が

高く評価され、当社計画比の約２倍の売れ行きとなっています。今回発売する『プロフリーザ！』のメ

インモデルである R-SF42SPAM は、前機種（R-KF40RPAM）と同じ外形寸法でありながら、冷却器とコ

ンプレッサーからなる冷却システムのコンパクト化により、フリーザーを従来の９４Ｌから１１０Ｌ

に拡大しました。これにより、冷蔵庫全体容量を１５Ｌアップしました。 

 

『プロフリーザ！』シリーズ３機種に共通するコンセプトは、最近急増している冷凍食品のユー

ザーニーズに合わせ、フリーザーの大容量化と収納のしやすさ、食品の鮮度保持などを実現してい

る点です。ホームフリージングのごはんやカップアイスなどの小物・薄物冷凍食品を整理して収納できる

「薄型スライドケース」を新しく搭載し、フリーザー全体を４段に区分け収納できるように工夫すること

で収納性と整理性を高めました。 

また、家庭での冷凍による鮮度保持を高めるため、－３５℃の冷気を活用した「ハイスピード冷凍」や

通常運転よりもハイパワーの冷凍を可能にする「パワフル冷凍」を搭載し、ごはんのおいしさやホウレン

ソウのビタミンＣを約３倍※１多く保持することができ、高品質の冷凍を実現しています。 

さらに、「省スペースで大容量」や「ハイパワーで省エネ」を実現するコア技術としての新冷却システ

ム「Ｖ３－Ｔｅｃｈｎｏ(ﾌﾞｲｽﾘｰ･ﾃｸﾉ)」を搭載し、９年前の当社同等機種に比べ消費電力量を約１／５※２

に低減しています。 

環境対応については、冷媒と断熱材用発泡剤に炭化水素系物質採用のノンフロン仕様とし、地球温暖化

防止・省エネ化を進めるなど環境負荷低減に努めています。 

※１：当社従来機種Ｒ－ＫＦ４０ＲＰＡＭと新機種Ｒ－ＳＦ４２ＳＰＡＭの比較 

※２：Ｒ－Ｓ４３ＭＤ６形（約９８０kWh/年）との比較  

 

■希望小売価格及び発売時期 

商 品 名  機種名 
定 格

内容積

本体希望小売価格 

（税 別） 
発売時期 月産台数 

Ｒ－ＳＦ４７ＳＰＡＭ ４６５Ｌ オープン価格 １０月下旬 １０，０００台
ﾂｲﾝﾄﾞｱ 
Ｒ－ＳＦ４２ＳＰＡＭ ４１６Ｌ オープン価格 １１月中旬 １５，０００台

冷凍冷蔵庫 

『プロフリーザ！』 
ｼﾝｸﾞﾙﾄﾞｱ Ｒ－Ｓ４２ＳＰＡＭ ４１５Ｌ オープン価格 １１月中旬 １０，０００台
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■開発の背景 

301Ｌ以上の大型冷蔵庫市場に占めるツインドアタイプの比率は 2002 年度 12％、2003 年度 25％と急伸

し、2004 年度では 35％まで達すると予想しています（日立推定）。日立は本年 2月に大容量でありながら

奥行約 60ｃｍの薄型・省スペースツインドア冷蔵庫を発売し、ファミリー向け大容量ゾーンにおいて新た

な需要を創出しました。従来 500Ｌクラスで一般的であったツインドアを 401Ｌの売れ筋ゾーンに採用し、

なおかつ標準的な流し台と前面が揃う奥行の薄型サイズを実現したことが高い評価を得ています。こうし

たことから今回、薄型・省スペースのコンセプトを継承し次世代のツインドア冷蔵庫として発売、市場に

おけるスタンダード確立をめざすものです｡ 

 

薄型・ツインドアの需要が拡大している背景としては、居間などのスペースが重視され広くなることか

ら、逆にキッチン内の作業スペースが減少し、省スペースで大容量かつ使い勝手の良い冷蔵庫のニーズが

高まっています。最近の４００Ｌクラスでは奥行が約７０ｃｍまで拡大しているので、標準的な奥行６０

ｃｍ、６５ｃｍの流し台と並べると大きく出っ張ってしまい作業動線を妨げる要因となっています。 

またツインドアタイプは、冷蔵庫前のスペースが狭い場合でもドアの開閉が容易であること、置き場所

を選ばないなど、使い勝手や設置性の良さなどが需要が急伸している要因と考えます。 

今回はツインドアのラインナップとして、さらに内容積をアップした４１６Ｌで奥行６０ｃｍ※３タイプ

に加えて、４６５Ｌで奥行６５ｃｍ※４タイプをシリーズで開発しました。 

 

冷凍食品は「手軽に使えておいしい」という意識が定着し生産量は高水準で推移しており、弁当のおか

ず類、麺類や軽食系・冷凍野菜など多様化も進み、消費量は１０年間で約１.３倍※５に増加しています。

こうした中、冷凍食品のまとめ買いの増加や大きさも様々な冷凍食品を庫内に押込んで保存している実態

などから、フリーザーの収納性および整理性の向上が求められています。こうしたニーズをふまえ、フリ

ーザーを大容量化することで収納性を向上し、ホームフリージングのごはんやカップアイスなど小物・薄

物の収納に便利な「薄型スライドケース」を新たに採用することで整理性の向上を図りました。 

一方、家庭での冷凍も省手間・節約志向の広まりから一般化していますが、味に対する不満は強くなる

傾向が見られます。これは通常の冷凍だとスピードが遅いので食品の細胞が壊れ、うまみ成分がドリップ

として流出してしまったりうまみ成分の劣化変質が進むためです。これを抑えるために－３５℃の冷気を

活用した「ハイスピード冷凍」を採用しました。さらに通常運転よりもハイパワーの冷凍を可能にする「パ

ワフル冷凍」も搭載することで、今までできなかった「ホームフリージング食品を高品質に保存する」こ

とを実現しました。 

 

 『プロフリーザ！』とは「プロの料理人」のこだわりである冷凍食材の品質や、そのおいしさ、また、すばや

く使いこなせる整理性やたっぷりの収納性をぜひ、主婦の方に使ってほしい。そんな気持ちを込めています。 

       

※３：製品背面からドア角までの寸法。ドア正面平面部までの奥行きは６１.５㎝。 

※４：製品背面からドア角までの寸法。ドア正面平面部までの奥行きは６６.５㎝。 

※５：(社)日本冷凍食品協会統計による。２００２年と１９９２年の比較。 

 

 



   3

■主な仕様 

形    式  Ｒ－ＳＦ４７ＳＰＡＭ Ｒ－ＳＦ４２ＳＰＡＭ Ｒ－Ｓ４２ＳＰＡＭ 

合  計 ４６５Ｌ ４１６Ｌ ４１５Ｌ 

冷蔵室 ２４２Ｌ ２２２Ｌ ２１８Ｌ 

野菜室  ９５Ｌ  ８４Ｌ  ８２Ｌ 
定格内容積 

冷凍室 １２８Ｌ １１０Ｌ １１５Ｌ 

奥行 
６６５mm 

(ドア角まで６５０mm)

６１５mm 

(ドア角まで６００mm)

６６５mm 

(ドア角まで６５０mm)

幅 ６５０mm ６５０mm ６００mm 外形寸法 

高さ １７９８mm １７９８mm １７９８mm 

冷 蔵室扉形態  ツインドア シングルドア 

自 動製氷機  ○（浄水機能・製氷皿お掃除機能付き） 

冷却システム Ｖ３－Ｔｅｃｈｎｏ（ブイスリー・テクノ） 

外装色 

（ＳＳ）クリアステンレス 

（Ｈ）ライトグレー 

（Ｔ）ライトブラウン 

※Ｒ－Ｓ４２ＳＰＡＭは左開きも３色展開 

■取扱事業部・照会先 

日立ホーム＆ライフソリューション株式会社 冷蔵庫事業グループ 商品企画部 

〒１０５－８４１０  東京都港区西新橋２－１５－１２ 日立愛宕別館 

電  話：（０３）３５０６－１６９９（ダイヤルイン）    ［担当：玉川］ 

■お客様問合せ先 

お買い物相談センター   電話：０１２０－３１２１１１（フリーダイヤル） 

 

以上 
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【添付資料】 

〈『プロフリーザ』シリーズの主な特徴〉 

１．キッチンがひろびろ使える「薄型奥行」＆「ツインドア」（R-SF47/SF42SPAM） 

 ①どんなキッチンタイプにもフィット 

   冷蔵庫はまとめ買いや貯蔵食品の多様化により大容量化が高まる一方、キッチンスペースは形態が

独立型からＬＤＫ化の傾向にあることに加え、集合住宅で居住スペースが重視されてきているのでキ

ッチン内の作業スペースは減少傾向にあります。こうした背景から、コンパクトキッチンでも作業動

線を妨げない「薄型奥行」「ツインドア」の冷蔵庫を開発しました。 

キ ッ チ ン タ イ プ  薄型奥行メリット ツインドアメリット 

Ｉ 型 キ ッ チ ン  
キッチンで主流の奥行ﾓｼﾞｭｰﾙ寸法と

同じ６０㎝および６５㎝奥行（ドア

角まで）を採用し、前面をそろえ

ての設置が可能。 

キッチンの左右いずれの壁際設置

でも食品が出し入れしやすい。 

対 面 形 キ ッ チ ン  

冷蔵庫のでっぱりが少なく、キッチン内

の作業スペースをひろびろ使える。 

ドア開閉寸法が小さく、コンパクトなキ

ッチンでもドア開閉が容易にできる。 

 ②「ツインドア」でドア開閉寸法が従来の１/２、食品の出し入れもラク（R-SF42SPAM） 

片開き式冷蔵室ドアでは５６㎝あったドア開閉寸法(当社比)を、観音開き式の「ツインドア」採用で

３０㎝と半減し、ドア開時の製品奥行きも９１．５㎝と、前面が狭い場合でもドアの開閉が容易なだけ

でなく、左右いずれの壁際設置でも食品が出し入れできるので置き場所も選びません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③「ツインドア」でもドアの食品収納量は片開き式ドア並（R-SF47/SF42SPAM） 

片開き式ドアに比べ観音開き式ドアの難点は、分割したドア中央部に無効スペースが生じ ポケット

の収納量が減ることです。そこで、従来タイプでスペースをとっていたポケット取付け部を、強度を保

ちながら薄型化する構造設計で無効スペースを解消することで、従来４００Ｌの片開き式ドア並のボト

ル収納量を実現しました。 

 

 

 

 

ドア角 
６０ ドア面 
６１.５ 

流し台と 
スッキリ並ぶ 

当 社 従 来 観音開きタイプ（R-S45MVP1） 

無効スペース 薄型化 

新 製 品 （R-SＦ42SPAM） 

ドア面 
６９ 

ドア開閉寸法 
３０ 

１２５ 

従来の片開き式冷蔵室ドア（R-K40RPAM） 

９１．５ 

ドア開閉 
寸法 
５６ 

新製品「ツインドア」（冷蔵室）（R-SF42RPAM） 

寸法単位：㎝ 

狭いキッチンでも 
ドア開閉が容易 

３５ 

９ 

流し台 
奥行６０ 

作業動線を 
妨げる 

ドア表面 

ドアポケット 
ペット 
ボトル 

ドア水平断面図 
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２．収納性と整理性を両立した「４段収納フリーザー」 

①ビッグ収納１１０Ｌ（R-SF42SPAM） 

薄型奥行で好評の従来機種（R-KF40RPAM）と外形を同寸法のままで冷却器やコンプレッサーからな

る冷却システムのコンパクト化により、フリーザー定格内容積を１６Ｌアップし、フリーザーの大容

量ニーズに応えました。 
 

        従来機種Ｒ－ＫＦ４０ＲＰＡＭ               新機種Ｒ－ＳＦ４２ＳＰＡＭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②４段収納（全機種共通） 

切替室を冷凍専用のハイスピードルームに代え、最下段冷凍室と合わせて４段収納としました。フ

リーザーの内容積増加分にて、プラスチック製の容器やカップアイスなどを収納できる「薄型スライ

ドケース」を新設定することにより、最下段の冷凍室に内蔵３段を実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

110L 94L 

ﾌﾘｰｻﾞｰ
16L 
アップ 

【１段目】 
熱伝導に優れたステンレスを新採用。 
ハイスピード冷凍コーナーとして使えます。 

【２段目】（新設定 薄型スライドケース） 
深さ５ｃｍの薄型引き出し。小物を重ねず収納でき

て、パッと出し入れできます。 

【３段目】 
深さ１２ｃｍのたっぷりサイズ。密閉容器やフリージン

グバッグなどもすっきり収納。 

【４段目】 
深さ１５ｃｍのゆったりサイズ。ストック用の冷凍食品

や食パンなどの大物保存に。 

同じ食品 

を入れると

こんなに 

余裕の 

ｽﾍﾟｰｽ 
切替ルーム 

冷凍室（下段） 

冷凍室（上段） 

冷凍室（下段） 

冷凍室（上段） ﾊｲｽﾋﾟー ﾄﾞﾙｰﾑ 

冷凍室（中段） 

従来よりプラスで使えるスペース 
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３．おいしさ守る「ハイスピード＆パワフル冷凍」 

   家庭に定着しているホームフリージングにおいて、「もっとおいしく冷凍したい」というニーズに

応えるため、「ハイスピード冷凍」と「パワフル冷凍」２つの冷凍モードを搭載しました。 

①「ハイスピード冷凍」（２時間運転モード） 

   おいしいホームフリージングのために一番大切なことは、早く凍らせることです。特に食品の水分

が凍りはじめる最大氷結晶生成帯（-１℃～－５℃）の通過時間が短ければ短いほど、味も食感も逃が

しません。そこで今回、最上段フリーザーに－３５℃の冷気を循環させることで最大氷結晶生成帯の

通過時間を従来機種Ｒ－ＫＦ４０ＲＰＡＭの約２５分に比べ１／２の約１２分としました（グラフ１

参照）。氷の結晶を微細にして細胞破壊を抑えることで、肉や魚の解凍時のドリップ量を抑えるだけ

でなく、今まで冷凍が難しかったタケノコも「す」が少なくおいしい状態で保存します。 

 通常冷凍 ﾊｲｽﾋ゚ ﾄー゙ 冷凍 

ﾄﾞﾘｯﾌﾟ比較

(ｽﾃｰｷ肉 

150g) 

  

断面比較 

(ﾀｹﾉｺ) 

  

②「パワフル冷凍」（常時運転モード） 

   通常冷凍では低温細菌等の活動は抑えられ長期保存は可能ですが、おいしさの指標であるうまみ成

分の劣化や変質などについては少しずつ進行してしまいます。これは通常冷凍では細胞内で先に凍っ

た水分が細胞内で動き回りながら周囲の成分を傷つけてしまうためです。そこで－３５℃冷気を活用

したパワフル冷凍を、４段フリーザーに採用し、水分だけでなく細胞内にある様々な成分までもしっ

かり凍らせるので、うまみ成分の劣化や変質を抑えておいしさや栄養分を通常冷凍に比べて約３倍
※１

長持ちすることができます。 

 通常冷凍 パワフル冷凍 

冷凍ごはん

を加熱後、

αデンプン

量を比較 

(炊きたてを

100 とした場

合) 

  

ﾋﾞﾀﾐﾝＣの 

残存量比較 

(ﾎｳﾚﾝｿｳ) 

  

 ※１：当社従来機種Ｒ－ＫＦ４０ＲＰＡＭと新機種Ｒ－ＳＦ４２ＳＰＡＭの比較 

氷の結晶が大きく、 
細胞を傷めてしまい 
ドリップ流出 

細胞を傷めず、色や 
食感をしっかりキープ。 

ゆっくり凍ると 
氷の結晶が大きく、 
「す」が入ってしまう。

急速に凍らせると 
氷の結晶は微細で 
「す」が少ない。 

栄養分約3倍
   長持ち 

２１mg/ml ５４mg/ml 

おいしさ約3倍
    長持ち 

４.０％ １３.２％ 

形が 
くずれている 

形もしっかり 
つやつや 

約１２分 

グラフ１：最大氷結晶生成帯通過時間 

最上段フリーザー 

４段収納フリーザー 



   7

４．日立独自の新冷却システム「Ｖ３－Ｔｅｃｈｎｏ」（ブイスリー・テクノ） 

省スペース据付を実現しながら冷蔵庫の基本

性能である収納性・鮮度保持・省エネを向上さ

せるコア技術として、冷却器・コンプレッサー

からなるスペースのコンパクト化及び、冷却性

能の向上を実現する新冷却システム「Ｖ３－ 

Ｔｅｃｈｎｏ(ﾌﾞｲｽﾘｰ･ﾃｸﾉ)」を搭載しました。

省エネ性も向上し、９年前機種に比べて電気代

を約１／５※２に低減しました。  

※２：Ｒ－Ｓ４３ＭＤ６形（約９８０kWh/年）との比較 

①ＨＩ－ＶＩＰ（新開発真空断熱材） 

   真空断熱材内部のグラスウールの向きを整列させることで熱の伝わりを分散させる「配向グ

ラスウール」を新開発。さらに高圧プレスで多層を圧縮して断熱性能を高めました。これにより

従来硬質ウレタンフォームに比べて約１０倍の断熱性能を実現し、薄壁設計とともに省エネ・ハ

イパワー冷却を可能にしました。 

     （従来硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ熱伝導率0.0168W/mKに対してHI-VIP熱伝導率0.0017W/mK） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＨＩ－ＶＴＣ（温度可変制御冷却器） 

    従来ツイン冷却システムは２つの冷却器それぞれに一定の冷却器温度を設定し、冷気循環量を

可変することで庫内温度を制御していました。ＨＩ－ＶＴＣでは冷却器を１つに集約し、冷媒の

流量を調節できる「冷媒流量調節弁」を採用すること

で負荷に応じて冷媒の流量を調節して「冷却器温度を

自在に可変できる」ため、冷蔵室、冷凍室の運転モー

ドが１つの冷却器でできるだけでなく、さらに省エネ

とハイパワーの両立を実現しました。 

 

③ＨＩ－ＶＰＡＭ（ベクトルＰＡＭ制御） 

    従来のＰＡＭ制御はローターの回転に応じて、巻線に電流をＯＮ・ＯＦＦで流して制御してい

たため、パワーのムダがありわずかながら回転ムラも生じていました。ＨＩ－ＶＰＡＭでは通電

領域を従来の１．５倍に広げ、ローターの回転に応じて連続的に電流の強さを変えながら制御す

るのでパワーがムダなく伝わり、さらなるハイパワーと省エネを図りました。 

                     従来ＰＡＭ制御                         ＨＩ－ＶＰＡＭ（ベクトルＰＡＭ制御） 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＩ－ＶＩＰ 
(Hitachi-Vacuum Insulation Panel) 

ＨＩ－ＶＴＣ 
(Hitachi-Variable Temperature Control) 

ＨＩ－ＶＰＡＭ 
(Hitachi-Vector Pulse Amplitude Modulation) 

多層の 
断熱材を 

冷凍 冷蔵 
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５．おいしさ守る「ビタミンイオン野菜室」 

   マイナスイオンの保水効果と緑茶カテキンの脱臭･除菌効果に加えて、野菜の酸化を抑えるビ

タミン成分（交換不要）を新採用。低温約３℃・高湿約９０％の輻射冷却でエチレンガスの発生

を抑える構造と併せて総合的に野菜の鮮度向上を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．誰もが使いやすいデザインを目指して、操作パネルに点字を採用 

   ユニバーサルデザインとして、よく使う前面操作

パネルに点字を採用し、より多くの方にご利用いた

だけるよう配慮しました。点字は前面操作パネル左

側のボタンから「１」「２」「３」「４」の数字を

表しています。 

 

 

 

 

７．ノンフロン冷媒・無鉛はんだ・再生プラスチックの採用で環境にも配慮 

   冷媒はオゾン層を破壊せず地球温暖化への影響も極めて少ないＲ６００ａ（イソブタン）を採

用し、従来から採用の断熱材発泡剤シクロペンタンと合わせ、地球温暖化の影響が極めて小さい

ノンフロン冷蔵庫としました。また鉛を含まない、無鉛はんだを使用量が多い冷媒配管溶着部に

加えメイン制御基板・前面操作パネル基板・ドアスイッチ基板にまで拡大し全ての基板接続用は

んだの無鉛化を行ってます。さらに再生プラスチックを基板ケースや機械室内部品などに採用し

て環境負荷低減に努めました。 

以上 

 

野菜に含まれるビタミン成分が、空気中の
酸素に触れて「酸化」し、分解されてしま
います。 

カセットから放出されるビタミン成分が
野菜のビタミンに代わって冷気中の酸
素と結合。野菜に含まれるビタミンの
酸化を防ぎます。 



----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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